平成２４年度介護保険事業状況報告（年報）の概要

１．第1号被保険者数

第1号被保険者数は，平成２４年度末現在で７１０，６３９人であり，平成２３年度末(６８２，２８０人)に比べて４．１％の増，介護保険制度１年目である平成１２年度(５０４，５２７人)と比べると，４０．９％の増加となっている。（表１）
第１号被保険者のうち，７５歳未満の者(以下「前期高齢者」という)は，平成２３年度末に比べ５．０％の増，７５歳以上の者(以下「後期高齢者」という)は３．２％の増となっている。
表１　第１号被保険者数の推移（年度末現在）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	区　分
	12年度
	13年度
	14年度
	15年度
	16年度
	17年度
	18年度
	19年度
	20年度
	21年度

	65～75歳未満
	291,661
	294,839
	300,918
	302,395
	306,025
	313,948
	324,282
	332,211
	344,185
	350,119

	75歳以上
	212,866
	225,594
	236,228
	247,561
	258,829
	269,191
	279,801
	290,268
	299,087
	307,919

	計
	504,527
	520,433
	537,146
	549,956
	564,854
	583,139
	604,083
	622,479 
	643,272
	658,038


　　　　　　　　　　　　　 （単位：人）
	区　分
	22年度
	23年度
	24年度

	65～75歳未満
	346,419
	356,104
	373,941

	75歳以上
	317,868
	326,176
	336,698

	計
	664,287
	682,280
	710,639


２．要介護(要支援)認定者数

要介護(要支援)認定者(以下，「認定者」という。)数は年々増加しており，平成２４年度末の認定者数は１０６，２３３人であった。そのうち８４．６％が後期高齢者となっている。（表２）
認定者の要介護度別割合では，要介護２が最も多く，次いで要介護１，要介護３の順となっている。年々軽度(要支援１～要介護１)の割合が高くなっており，平成２４年度末では全体の３９．０％を占めている。

第１号被保険者の認定者数は１０２，６８９人である。平成２４年度末の認定率(第１号被保険者に対する割合)は県平均で１４．５％となっており，平成２３度末と比べて０．５ポイント増となっている。（図１）
表２　要介護（要支援）認定者数（平成２４年度末現在）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
	区　分
	要支援１
	要支援２
	経過的要介護
	要介護１
	要介護２
	要介護３
	要介護４
	要介護５
	計

	第１号被保険者
	8,239
	11,753
	－
	20,162
	20,064
	16,289
	14,437
	11,745
	102,689

	65～75歳未満
	1,176
	1,592
	－
	2,492
	2,593
	1,901
	1,531
	1,504
	12,789

	75歳以上
	7,063
	10,161
	－
	17,670
	17,471
	14,388
	12,906
	10,241
	89,900

	第２号被保険者
	211
	352
	－
	588
	810
	538
	503
	529
	3,531

	総　数
	8,468
	12,089
	－
	20,830
	20,881
	16,844
	14,903
	12,218
	106,233

	構成比
	8.0%
	11.4%
	
	19.6%
	19.7%
	15.9%
	14.0%
	11.5%
	100%


図１　第１号被保険者に占める認定者数（第１号被保険者）の割合（年度末現在）　　　　　　　　　　　　　　　　
	区　分
	12年度
	13年度
	14年度
	15年度
	16年度
	17年度
	18年度
	19年度
	20年度
	21年度

	第１号被保険者数
	504,527
	520,433
	537,146
	549,956
	564,854
	583,139
	604,083
	622,479
	643,272
	658,038

	認定者数
	41,711
	48,041
	55,079
	62,122
	67,690
	74,318
	77,464
	81,024
	84,307
	87,022

	認定率
	8.3%
	9.2%
	10.3%
	11.3%
	12.0%
	12.7%
	12.8%
	13.0％
	13.1%
	13.2％


（単位：人）
	区　分
	22年度
	23年度
	24年度

	第１号被保険者数
	664,287
	682,280
	710,639

	認定者数
	91,044
	95,923
	102,689

	認定率
	13.7%
	14.0%
	14.5%


３．受給者数

①居宅介護(介護予防)サービス受給者数
居宅介護（介護予防）サービス受給者数は，平成２４年度累計（※平成２４年３月から平成２５年２月サービス分）で７１１，５１９人であり，平成２３年度と比較して６．２％増えている。（図２）
要介護度別に構成比をみると，要介護２が最も多く，２４．０％となっている。 (表３)
※介護保険制度のサービス給付（受給者数及び保険給付）は，３月から翌年２月を年度単位としている

表３　　居宅サービス受給者数（平成２４年３月分～平成２５年２月分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
	区　分
	要支援１
	要支援２
	経過的要介護
	要介護１
	要介護２
	要介護３
	要介護４
	要介護５
	計

	第１号被保険者
	50,667
	89,480
	－
	158,713
	163,715
	107,827
	73,290
	47,008
	711,519

	第２号被保険者
	1,301
	2,767
	－
	5,310
	7,071
	4,370
	3,112
	2,681
	26,612

	総　数
	51,968
	92,247
	－
	164,023
	170,786
	112,197
	73,290
	47,008
	711,519

	構成比
	7.3%
	13.0%
	
	23.1 %
	24.0%
	15.8%
	10.3%
	6.6%
	100%


図２　居宅サービス受給者数の推移（年度累計）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	区　分
	12年度
	13年度
	14年度
	15年度
	16年度
	17年度
	18年度
	19年度
	20年度
	21年度

	居宅サービス受給者数
	215,361
	292,878
	359,533
	423,152
	485,354
	530,722
	535,519
	552,447
	578,036
	608,273

	前年比
	－
	36.0%
	22.8%
	17.7%
	14.7%
	9.3%
	0.9%
	3.2%
	4.6%
	5.2%


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
	区　分
	22年度
	23年度
	24年度

	居宅サービス受給者数
	634,559
	670,160
	711,519

	前年比
	4.3%
	5.6％
	6.2%


②地域密着型（介護予防）サービス受給者数
平成１８年４月からスタートした地域密着型（介護予防）サービスの受給者数は，平成２４年度累計（平成２４年３月から平成２５年２月サービス分）で７４，３００人である。
要介護度別に構成比をみると，要介護３が２６．１％と最も多く，次いで要介護２となる。（表４）
表４　地域密着型サービス受給者数（平成２４年３月分～平成２５年２月分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
	区　分
	要支援１
	要支援２
	経過的要介護
	要介護１
	要介護２
	要介護３
	要介護４
	要介護５
	計

	第１号被保険者
	437
	1,043
	－
	12,959
	18,605
	19,133
	12,723
	8,350
	73,250

	第２号被保険者
	21
	10
	－
	228
	261
	276
	173
	81
	1,050

	総　数
	458
	1,053
	－
	13,187
	18,866
	19,409
	12,896
	8,431
	74,300

	構成比
	0.6%
	1.4%
	－
	17.7%
	25.4%
	26.1%
	17.4%
	11.3%
	100%


③施設介護サービス受給者数

施設介護サービス受給者数は平成２４年度累計（平成２４年３月から平成２５年２月サービス分）で２５５，０９９人であり，平成２３年度と比較して４．７％増えている。（図３－１，図３－２）

要介護度別に構成比をみると，要介護４が最も多く，３０．４％となっている。 (表５)

図３－１　施設サービス受給者数（年度累計）　　　　　　　　　　　　　  （単位：人）
	区　分
	介護老人福祉施設
	介護老人保健施設
	介護療養型医療施設
	計

	第１号被保険者
	135,232
	102,115
	11,926
	249,273

	第２号被保険者
	2,025
	3,408
	393
	5,826

	計
	137,257
	105,523
	12,319
	255,099

	構成比
	53.8%
	41.4%
	4.8%
	100%


表５　施設サービス受給者の要介護度別人数（平成２４年３月分～平成２５年２月分）　　　　　　　　 （単位：人）
	区　分
	要支援１
	要支援２
	要介護１
	要介護２
	要介護３
	要介護４
	要介護５
	計

	第１号被保険者
	0
	0
	14,033
	29,941
	54,961
	76,244
	74,094
	249,273

	第２号被保険者
	0
	0
	160
	315
	885
	3,269
	7,690
	12,319

	総　数
	0
	0
	14,368
	30,851
	56,046
	77,533
	75,830
	254,628

	構成比
	0.0%
	0.0%
	5.6%
	12.1%
	22.0%
	30.4%
	29.8%
	100.0%


※本表の総数は，同一サービス受給者が複数項目に該当する場合も１人と計上しているため，各項目の合計と一致しない。
図３－２　施設サービス受給者数の推移（年度累計）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　 
	区　分
	12年度
	13年度
	14年度
	15年度
	16年度
	17年度
	18年度
	19年度
	20年度

	介護老人福祉施設
	55,780
	65,252
	69,914
	76,422
	84,050
	90,743
	100,424
	108,533
	114,586

	介護老人保健施設
	58,659
	67,194
	68,048
	68,694
	72,303
	80,570
	87,355
	89,464
	92,430

	介護療養型医療施設
	10,592
	14,087
	16,252
	18,606
	19,076
	18,875
	17,978
	16,740
	15,767

	計
	125,031
	146,533
	154,214
	163,722
	175,429
	190,188
	205,757
	214,113
	222,125

	前年比
	－
	17.2%
	5.2%
	6.2%
	7.2%
	8.4%
	8.2%
	4.1%
	3.7%


（単位：人）
	区　分
	21年度
	22年度
	23年度
	24年度

	介護老人福祉施設
	119,135
	124,097
	128,893
	137,257

	介護老人保健施設
	95,744
	99,401
	101,687
	105,523

	介護療養型医療施設
	14,815
	13,909
	12,965
	12,319

	計
	228,862
	236,749
	243,545
	255,099

	前年比
	3.0%
	3.7%
	2.9%
	4.7%


４．保険給付状況
　平成２４年度の総保険給付額（居宅サービス，地域密着型サービス及び施設サービスに係る支給額を指し，特定入所者介護サービス費，高額介護サービス費や審査支払手数料を含まない）は，１５３，８６６，４００千円であり，その内訳をみると，居宅介護（介護予防）サービスが７２，５９７，９４５千円，地域密着型（介護予防）サービスが１６，４１８，０３９千円，施設介護サービスが６４，８５０，４１６千円となり，その割合は，居宅介護（介護予防）サービス４７．２％，地域密着型（介護予防）サービス１０．７％，施設介護サービス４２．１％となっている。（表６）
平成１８年度以降は施設サービスより居宅系サービス（地域密着型サービスを含む）の割合が上回っている。(図４)
　第１号被保険者１人あたり給付費は，居宅サービスで１０２．２千円，地域密着型サービスで２３．１千円，施設サービスで９１．３千円，合計で２１６．５千円であった。
表６　給付費（平成２４年３月分～平成２５年２月分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	区　分
	要支援１
	要支援２
	経過的要介護
	要介護１
	要介護２
	要介護３
	要介護４
	要介護５
	計

	居　　宅
サービス
	1,418,661
	4,193,278
	△69
	12,652,567
	17,032,637
	15,658,091
	12,322,081
	9,320,698
	72,597,945

	地域密着型
サービス
	19,745
	116,533
	－
	2,483,777
	4,015,351
	4,537,495
	3,107,083
	2,138,056
	16,418,039

	施　　設
サービス
	－
	－
	－
	3,093,105
	6,980,758
	13,568,307
	20,073,412
	21,134,834
	64,850,416

	合　　計
	1,438,406
	4,309,811
	△69
	18,229,449
	28,028,747
	33,763,893
	35,502,576
	32,593,587
	153,866,400

	構成比
	0.9%
	2.8%
	0.0%
	11.8%
	18.2%
	21.9%
	23.1%
	21.2%
	100.0%


図４　保険給付費割合の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	区　分
	12年度
	13年度
	14年度
	15年度
	16年度
	17年度
	18年度
	19年度
	20年度
	21年度

	居宅系サービス
	31.0%
	36.4%
	41.0%
	45.2%
	47.8%
	49.8%
	52.8%
	53.6%
	54.4%
	55.4%

	施設サービス
	69.0%
	63.6%
	59.0%
	54.3%
	52.2%
	50.2%
	47.2%
	46.4%
	45.6%
	44.6%


	区　分
	22年度
	23年度
	24年度

	居宅系サービス
	56.0%
	56.9%
	57.9%

	施設サービス
	44.0%
	43.1%
	42.1%


※特定施設入所者介護サービス費，高額介護サービス費は含まない
５．保険料の状況

平成２４年度の保険料の調定額は３７，２３７，９９２千円であり，収納額は３６，５７８，１６０千円となっている。収納額のうち，特別徴収が全体の８９．４％を占めている。
現年度分の全体の収納率は９８．２％であり，普通徴収の収納率は８５．５％となっている。

滞納繰越分の収納率は低調である。(１３年度：３７．３％，１４年度：２６．４％，１５年度：２１．４％，１６年度：１８．０％，１７年度：１５．７％，１８年度：１６．１％，１９年度：１６．５％，２０年度：１４．８％，２１年度：１５．２％，２２年度：１４．８％，２３年度：１４．２％，２４年度：１４．３％)
保険料徴収権は２年間で時効となる(介護保険法第２００条)ことから，滞納繰越分の収納率の向上が急務である。
介護保険の保険料は各保険者が策定する介護保険事業計画における事業見込み等を基に算定されている。本県においては，平均で３，７１７円（全国　４，１６０円）となっている。

６．特別会計経理状況

平成２４年度介護保険特別会計は，歳入が１７９，９３４，１９７千円，歳出が１７６，００４，９１２千円であり，歳入歳出差引残額は３，９２９，２８６千円となっている。差引残額のうち，翌年度準備基金への積み立て予定額(うち基金繰入額)は９６２，８５７千円となっている。なお，平成２４年度末現在の準備基金保有額は７，７８８，７２８千円であった。

